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このマニュアルの内容

『Application Integration 入門』 の内容は、 以下のとおりです。

� 「Application Integration の概要」 に、 Application Integration の概要を示しま
す。 Application Integration の主なコンセプト 、 特徴、 およびコンポーネン ト  
アーキテクチャについて詳し く説明します。

� 「統合フレームワーク」 に、 アダプタの設計時 GUI を使用してアプ リ ケー
シ ョ ンを統合する方法を示します。

� 「ADK」 に、 WebLogic Integration の Adapter Development Kit (ADK) を使用
してアダプタを開発する方法を示します。

� 「開発キッ ト  アダプタ」 に、 ADK が提供する完全な機能を持った EIS アダ
プタについての情報を示します。

� 「BPM の Application Integration プラグイン」 に、 Business Process 
Management (BPM) ツールによ りアプ リ ケーシ ョ ン統合機能を利用できるよ
うにするプラグインについての情報を示します。

対象読者

このマニュアルは、 次のユーザを対象と しています。

� テクニカル アナリ ス ト―インテグレーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンの構築、 そし
てアプ リ ケーシ ョ ン  サーバ、 Application Integration 用ツール、 ビジネス  プ
ロセス モデリ ング、 B2B Integration を含む WebLogic Integration 環境の管理
を行います。 このガイ ドでは、 テクニカル アナ リ ス トはシステム全体につい
て完全に把握しているものと想定しています。

� ビジネス  アナリ ス ト―テクニカル アナ リ ス ト と共に作業し、 ビジネス イン
タフェースの機能をよ り正確に定義します。 また、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビュー、 そしてそのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使用するビジネス  プロセス
の要件も定義します。
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� システム管理者― WebLogic Integration server のセッ ト アップ、 チューニン
グ、 保守を行います。 また、 WebLogic Integration で使用するアダプタのイ
ンス トールおよび保守も行います。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで入手できます。
BEA のホーム  ページで [ 製品のドキュ メン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 フ ァ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 Application 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] をク リ ッ ク して、 印
刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

以下の関連情報があ り ます。

� BEA WebLogic Server ドキュ メン ト
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html）
vi Application Integration 入門



� BEA WebLogic Integration ドキュ メン ト
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html）

� XML スキーマの仕様 （http://www.w3.org/TR/xmlschema-l/）

� Sun Microsystems, Inc. の J2EE コネク タ  アーキテクチャの仕様
（http://java.sun.com/j2ee/connector/）

� Sun Microsystems, Inc. の Java 関連サイ ト （http://www.javasoft.com/）

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールの メ ッセージには、 ご使用の WebLogic Integration のリ リースをお書
き添え ください。

本バージ ョ ンの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 または 
WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSupport (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サ
ポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、
製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されていま
す。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ク ス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� WebLogic Integration 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ

のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

chmod u+w *

c:\startSever

.doc

wls.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR
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... コマン ド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

例

import com.bea.adapter.cci.* . . . ;

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
Application Integration 入門 ix
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1 Application Integration の概要

WebLogic Integration は、 企業内、 および企業間のアプリ ケーシ ョ ンを協調させ
るための、 標準化された統合ソ リ ューシ ョ ンを提供します。 特にこのソ リ ュー

シ ョ ンが提供するのは、 WebLogic Integration Studio によ り定義されるプロセス  
フローまたはカスタム コードで通信のエンドポイン ト を定義するこ とによ りア
プ リ ケーシ ョ ンを統合する手段です。

We ｂ Logic Integration はアプリ ケーシ ョ ンを統合するツールと して以下を提供し
ます。

� 統合フレームワーク

� Adapter Development Kit (ADK)

� EIS アダプタ

� WebLogic Integration Studio 用の Application Integration プラグイン

これらのツールを使えば、 企業内のエンタープライズ情報システム  (EIS) をすべ
て統合する こ とができます。 典型的な  IT 組織は、 複数の高度に専門化されたア
プリ ケーシ ョ ンを使用しています。 共通の統合プラ ッ ト フォームを使用しなけれ

ば、 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ンの統合には膨大で高度に専門化された作業が要

求されます。

WebLogic Integration は、 アダプタを使用して今使用されているアプリ ケーシ ョ
ン と今後使用されるアプリ ケーシ ョ ンを統合する、企業規模のフレームワークを  
1 つ構成します。 アダプタを使用すれば、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバへの統
合が可能になり、 統合が容易にな り ます。 また、 すべてのアプリ ケーシ ョ ンをそ

れぞれ互いに統合する必要があ り ません。

WebLogic Integration ではこれらのアダプタを使用し、 ビジネスにフォーカスを
あてた EIS インタフェースを定義するこ とができます。 これらのインタフェース
はアプリ ケーシ ョ ン  ビューと呼ばれ、 アプ リ ケーシ ョ ンのサービスおよびイベ
ン ト に対して単純でわかりやすく整合性の取れたインタフェースを提供します。

アダプタ  ユーザとは異な り、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー ユーザには EIS やク ライ
アン ト  インタフェースに関する詳細な知識は不要です。 このため、 テクニカル 
Application Integration 入門 1-1



1 Application Integration の概要
アナリ ス トのよ うにプログラマではないユーザがアプリ ケーシ ョ ン  ビューを使

う こ とができます。 アダプタの場合は、 EIS についての詳細な知識がなければ使

いこなすのは難しいと言えます。

次のセクシ ョ ンでは、 WebLogic Integration が備えているアプリ ケーシ ョ ン統合

ツールをそれぞれ簡単に説明します。 詳細については、 『アダプタの開発』 と

『Aplication Integration ユーザーズ ガイ ド』 を参照して ください。
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2 統合フレームワーク

WebLogic Integration で提供される統合フレームワークは、 アプリ ケーシ ョ ン 
ビューを動作させるための標準アーキテクチャを提供します。アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューは企業のアプリ ケーシ ョ ンに対する実務指向のインタフェースです。

この付録の ト ピッ クは以下のとおりです。

� アダプタ

� アプ リ ケーシ ョ ン ビュー

� 設計時 GUI

アダプタ

Application Integration は、 企業のアプリ ケーシ ョ ンを統合するアダプタ と、 アプ

リ ケーシ ョ ン  ビューをベースにした統合アプ リ ケーシ ョ ンを使用します。 統合

フレームワークでは、 企業内のシステムをケーブル等で接続するのではな く、 ア

プ リ ケーシ ョ ン サーバとシステムを接続するアダプタ と呼ばれるソフ ト ウェア 
コンポーネン ト を構築します。 EIS のアダプタをデプロイする と、 他のコンポー

ネン トやアプリ ケーシ ョ ンがこのアダプタを使用して、 その EIS のアダプタにア

クセスできるよ うにな り ます。

アプリケーション ビュー

アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 アダプタ とそのアダプタの EIS 機能間の抽象化レ

イヤと しての役目を持っています。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを使う と、 アダプ

タへのアクセス方法を単純化できます。 EIS へのアクセス機能を直接起動せず

に、 アダプタのアプリ ケーシ ョ ン ビューの編集、 新規アプリ ケーシ ョ ン  ビュー
Application Integration 入門 2-1



2 統合フレームワーク
の作成、 古く なったビューの削除だけで済みます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューで

構成される抽象化レイヤを使用すれば、 プログラマでな くても、 アダプタが提供

するサービスやイベン ト の保守ができるよ うにな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューはそれぞれ、 1 つのアダプタの EIS 上のビジネス機能

セッ ト を定義します。 アダプタ作成後、 Web ベース  インタフェースを使用して、

独自のアプリ ケーシ ョ ン ビューを定義できます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを使
う と、 アダプタが提供するアプリ ケーシ ョ ン機能を表示できます。

ビジネス アナリ ス ト またはテクニカル アナリ ス ト のどちらかがアダプタを使用
してアプリ ケーシ ョ ンを提供する場合、 ビジネス上のある特定の目的向けにアプ

リ ケーシ ョ ン ビューをカスタマイズするこ とができます。 ビジネスの目的はビ
ジネス  アナリ ス トが定義します。たとえば CRM ( カスタマ リ レーシ ョ ンシップ 
マネージメ ン ト ) システムのアダプタに 「顧客管理」 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを
定義する場合、 通常このアプ リ ケーシ ョ ン ビューには、 顧客管理関連のサービ
スおよびイベン ト だけを含むよ うにします。 ただし、 必要に応じた機能を含むよ

うにアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを作成するこ と もできます。 アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューはビジネス上の特定の目的向けにカスタマイズするこ とができ、 この点で

他の多くの EAI システムが提供している 「ワンサイズ  フ ィ ッツオール」 型のア
プローチよ り もはるかに優れています。

アプリケーション ビュー

アプリ ケーシ ョ ンの機能に対応するビジネス  レベルのビューによって、 プログ
ラマとテクニカル アナリ ス トの役割が論理的に区分されます。 たとえば、 ビジ
ネス  レベルのビューによ り、 テクニカル アナリ ス トは SQL についての知識を持
たなく てもデータベース上にレコードを作成するこ とができます。 Figure 2-1 は 
application integration 環境での作業で使用されるアプリ ケーシ ョ ン  ビューのダイ
アグラムを提供します。
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アプリケーシ ョ ン  ビュー
図 2-1   アプリケーション ビューの役割

アプリケーション ビューの主な機能

WebLogic Integration では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューをアダプタの主要なユーザ 
インタフェース と して使用するため、 競合する  EAI テク ノ ロジーが通常提供し
ていないいくつかの機能を持ちます。

� アプ リ ケーシ ョ ン間の共通言語と しての XML の使用

� アプ リ ケーシ ョ ンの機能を公開するためのサービスおよびイベン ト定義の使

用

� サービス と イベン トのデータ定義のための  XML スキーマの使用

� アダプタの双方向通信のサポート

こ こからは、 これらの機能について説明します。
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2 統合フレームワーク
アプリケーション間の共通言語としての XML の使用

EAI のシナリオでは、 1 つの共通データ  フォーマッ ト を使用して各 EIS と  
WebLogic Server の統合を実行するほ うが、 各 EIS がそれぞれ独自のデータ  
フォーマッ ト を使用して他の EIS との統合を実行するよ り もはるかに容易であ り
また効率的です。 共通のデータ  フォーマッ ト を使用する と、 すべてのアプ リ
ケーシ ョ ンが標準言語を使用して通信できるよ うにな り ます。 WebLogic 
Integration は広 く採用されつつあるデータ交換フォーマッ ト である  XML を共通
のデータ  フォーマッ ト と して使用しています。

WebLogic Integration の環境では、 ほぼすべてのメ ッセージが XML ドキュ メ ン
ト と して送信されます。

� 各サービスについて、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは XML 要求メ ッセージを送
信し、 XML 応答メ ッセージを返します。

� イベン ト が生成される と、 登録されているイベン ト  リ スナはイベン ト情報を  
XML メ ッセージと して受け取り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューはアダプタ
を使用して EIS 固有のフォーマッ ト と  XML の相互変換を行います。

アダプタは XML を使用してアプリ ケーシ ョ ンのデータ  フォーマッ ト を変換する
ので、 ビジネス  アナリ ス ト がフォーマッ ト を熟知している必要があ り ません。
ビジネス アナリ ス ト がアダプタを使用する場合に必要な知識は、 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューの定義方法と使用方法です。 と りわけ、 すべてのアダプタが、 ア
プ リ ケーシ ョ ン ビュー定義のために同じ  Web ベース  インタフェースを使用して
いるため、 現在使用されているアダプタの使用方法だけでな く、 今後提供される

アダプタについても容易に習得する こ とができます。 このよ うに、 XML は開発
者にと ってもビジネス  アナリ ス トにとっても EAI を使い易く して くれます。

アプリケーションの機能を公開するためのサービスおよびイ

ベント定義の使用

アプリ ケーシ ョ ン ビューは、 特定のビジネス用途向けのイベン トおよびサービ
スを、 ベース となるアダプタを介してサポート します。 イベン トは、 アプ リ ケー

シ ョ ンが生成する メ ッセージを、 後で説明するパブ リ ッシュ / サブスク ラ イブ モ
デルで管理するために使用します。 サービスは、 ユーザによって呼び出されるビ

ジネス機能です。 サービスを呼び出すこ とによって、 メ ッセージが要求 /応答モ
デルの後に続くアプ リ ケーシ ョ ンに送信されます。 イベン ト、 サービス要求 /応
答のどちら も  XML ドキュ メ ン ト と してシステムに渡されます。
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アプリケーシ ョ ン  ビュー
サービスとイベントのデータ定義のための XML スキーマの使
用

各アプリ ケーシ ョ ン  ビューでは、 イベン ト、 サービス要求およびサービス応答
の XML 情報を指すメ タデータ と して XML スキーマを使用します。 このメ タ
データを使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー イベン ト またはサービスがどの
よ う なデータを必要とするかがわかり ます。

アダプタの双方向通信のサポート

現時点では、 J2EE コネクタ  アーキテクチャ仕様バージ ョ ン 1.0 は EIS がアプリ

ケーシ ョ ン サーバまたはク ライアン ト と通信を開始するためのガイ ド ラ インを
提供していません。 WebLogic Integration ではイベン ト  アダプタでこの通信機能
を実現しています。

アダプタおよびアプリケーション ビューを使用す
るユーザ

企業内では、 複数の社員が、 アダプタ、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー、 そしてこれ
らのアプリ ケーシ ョ ン ビューのサービス と イベン ト の保守を分担して行います。
多くの企業では、 これらの社員は以下の 3 つのグループのいずれかに該当しま
す。

� システム管理者

� アダプタ開発担当者

� アダプタのユーザ

システム管理者

このマニュアル、 そして 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 でシステ
ム管理者と して説明されるのは、 WebLogic Integration Adapter Development Kit 
(ADK) のインス トールの責任者です。
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2 統合フレームワーク
アダプタ開発担当者

ソフ ト ウェア開発者、 または上位レベルの技術者の場合はアダプタ開発者にな り

ます。 アダプタ開発者は通常、 このアダプタに付随する  Common Client Interface 
(CCI) の開発と設計を行います。 CCI とは、 リ ソース  アダプタ と関連付けられた
機能を表わすアプ リ ケーシ ョ ン ビューを設計するためにアダプタ  ユーザが対話
するインタフェースです。 詳細については、 『アダプタの開発』 を参照して くだ

さい。

アダプタのユーザ

ビジネス アナリ ス ト 、 EIS のスペシャ リ ス ト 、 テクニカル アナリ ス ト の場合は

アダプタのユーザにな り ます。 アダプタのユーザは、 通常アダプタの作成は行い

ませんが、 開発者に対してアダプタの仕様を提供するこ とができます。 アダプタ

が作成される と、 多くの場合、 ユーザがアプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義して管

理するこ とができます。

複数のユーザによる責任範囲の分担方法

表 2-1 は複数のユーザによるタスク と責任の分担方法を示しています。

表 2-1  共通のジョブとそのオーナー

タスク システム

管理者

アダプタ開発担当

者

アダプタ

ユーザ

WebLogic Integration インス トール X

アダプタの開発 X

アプ リケーシ ョ ン ビュー定義用ユーザ イ
ンタフェースの開発

X

アダプタをデプロイするための WebLogic 
Integration のコンフ ィグレーシ ョ ン

X X

アプ リケーシ ョ ン ビューの定義 X

アプ リケーシ ョ ン ビューの接続パラ メータ
のコンフ ィグレーシ ョ ン

X

サービス と イベン トの追加およびテス ト X
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設計時 GUI
設計時 GUI

WebLogic Integration の統合フレームワークは、 各アダプタの Common Client 
Interface (CCI) を作成する手段を開発者に提供します。 CCI によ り、 アプ リ ケー

シ ョ ン コンポーネン トおよび Enterprise Application integration (EAI) フレーム

ワークが共通のク ライアン ト  API を使用して、 異種 EIS 間での対話を実現しま

す。 アダプタの設計時 GUI を使用すれば、 プログラマでなく てもアプ リ ケー

シ ョ ン ビューの作成、 デプロイ、 テス トおよび編集を素早く行 う こ とができ、

またサービスやイベン ト を追加してカスタマイズする こ とができます。

設計時 GUI によるアプリケーション ビューの作成

アダプタの設計時 GUI の主な目的は、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義、 デプロ

イおよびテス ト です。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー定義の詳細情報は、 『Application 
Integration ユーザーズ ガイ ド 』 を参照して ください。

コンソールによるアプリケーション ビューの管理

Application View Console を使用して、 企業内の全アプリ ケーシ ョ ン ビューへの

アクセス、 編成、 および編集を行います。 Application View Console を使用して

フォルダを新し く作成し、 新し く アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを追加するこ とがで

きます。 このよ う なフォルダを使用する と、 使用されるアダプタ とは関係な く、

アプ リ ケーシ ョ ン ビューを独自のナビゲーシ ョ ン  スキームでま とめる こ とがで

きます。

アプ リケーシ ョ ン  ビュー フォルダのセッ
ト アップ

X

表 2-1  共通のジョブとそのオーナー

タスク システム

管理者

アダプタ開発担当

者

アダプタ

ユーザ
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2 統合フレームワーク
アプリ ケーシ ョ ン ビュー管理の詳細な情報については、 『Application Integration 
ユーザーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Integration Application View Console の使い
方」 を参照して ください。

アプリケーション ビュー定義と独自コード作成の
使い分け

EIS の機能を公開する方法は、 アダプタの設計時 GUI を使用する方法だけでは
あ り ませんが、 通常はこれが最も便利な方法です。 サービスの要求と イベン ト を

サポートするには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを定義する方法と、 同様の機能を
持つコードを独自に作成する方法があ り ます。 アダプタのアプリ ケーシ ョ ンが提

供する機能を公開するには、 最低でも各アダプタにアプ リ ケーシ ョ ン ビューを
定義する必要があ り ます。 ただし、 ユーザが通常以上に管理を行 う こ と を希望す

る場合は、 アダプタの リ ソースへアクセスできるよ う、 カスタム  コードを作成
するこ と もできます。 企業のニーズを満たすのが、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを
定義するこ とか、 独自のコードを作成するこ とか、 あるいは両方を組み合わせた

方法を導入するべきかを見極める必要があ り ます。

アプリケーション ビューを使用する状況

多くの EIS アプリ ケーシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを定義する こ とで容
易にシステムへ統合する こ とができます。 次のよ う な場合、 アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューを定義する必要があ り ます。

� 企業内で複数の EIS システムを使用しており、 そのシステム全体の詳細を把
握している開発者がいない。

� ビジネス プロセスの構築と管理に WebLogic Integration Studio を使用した
い。

� アダプタのパラ メータまたはそのプロセスを更新する必要がある。

アプリケーション ビューを定義せずに独自のコードを作成す
る状況

一般的に、 アダプタのインタフェース と して独自のコードを作成するのは以下の

よ う な場合に限り ます。
2-8 Application Integration 入門



設計時 GUI
� 企業内で EIS システムを  1 つだけ使用している。

� 開発者が対象のビジネス  プロセスに関連する各 EIS の詳細を完全に把握して
いる。

� WebLogic Integration Studio で作成したコードを使用する必要がない。

� コードが変更される可能性が無い。
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3 ADK

アダプタ  プロバイダまたは開発者の場合は、 WebLogic Integration Adapter 
Development Kit (ADK) を使用して独自の J2EE 互換の EIS アダプタを作成する
こ とができます。 ADK とは、 ツールと  Java ク ラスで構成される  4 つのフレーム
ワークの集ま りです。 これらのフレームワークを組み合わせて、 アダプタを迅速

に開発し、 簡単にテス ト、 パッケージ化、 配布するこ とができます。 ADK フ
レームワークを使用するアダプタ作成についての詳細は、 『アダプタの開発』 を

参照して ください。

このセクシ ョ ンでは、 次の 4 つのコンポーネン ト  フレームワークについて説明
します。

� 設計時フレームワーク

� 実行時フレームワーク

� ロギングおよび監査フレームワーク

� パッケージ化フレームワーク

設計時フレームワーク

アダプタの設計時インタフェースは、 WebLogic Integration をホス トする  
WebLogic Server のアプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義とデプロイに使用します。
WebLogic Integration ADK で任意のアダプタを使用してビルドする と、 設計時
ユーザ インタフェースも開発する こ とができます。 アダプタの設計時ユーザ イ
ンタフェースは一般的な Web ブラウザであればどれからでもアクセスできます。
このインタフェースによ り、 プログラマでないユーザでもコードを書 く とい う作

業を行わずにアダプタを対話的に操作する こ とができます。 ユーザ インタ
フェースを使えば、 ビジネス  アナリ ス ト がアダプタにログインし、 独自のカス
タム アプリ ケーシ ョ ン ビューを定義するこ とができます。 設計時ユーザ インタ
フェースがなければ、 高度な技術を持つユーザ以外はアダプタを使いこなすこ と

はできません。
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3 ADK
ADK には、 アダプタの設計時ユーザ インタフェース開発を容易にするための、
設計時フレームワーク と呼ばれる  Java ク ラスおよびツールが含まれます。 この
フレームワークはプログラマでないユーザでもアダプタを使用できる とい う強力

な機能を備えています。 開発プロセスが単純化されるこ とによ り、 ADK の設計
時フレームワークはアダプタのユーザ層を広げ、 ビジネス  プロセス導入時のビ
ジネス  アナリ ス トの役割をよ り高度なものにします。

実行時フレームワーク

ADK の実行時フレームワークは、 イベン ト  アダプタの開発をサポートするすべ
ての機能のほか、 拡張が可能なイベン ト  ジェネレータを提供します。 また、
サービス アダプタの開発をサポートするため、 実行時フレームワークは完全か
つ最小限の機能を備えた J2EE 準拠アダプタを提供します。 アダプタ開発者は、
この基本フレームワークから開始し、 これを企業のニーズに合わせて拡張する こ

とによってコーディング とデバッグの時間を短縮できます。

ロギングおよび監査フレームワーク

管理者は、 アダプタから出される警告メ ッセージを後で監査できるよ うに自動的

にログに記録するよ うにしておく必要があ り ます。 ログの記録と監査をサポート

する機能が組み込まれたアダプタの開発を容易にするため、 ADK にはロギング
と監査のフレームワークが用意されています。 開発するアダプタはすべて、 イン

ターナシ ョナラ イズおよびローカライズされた警告メ ッセージを生成するこ とが

でき、 このメ ッセージを複数の送信先に配信するこ とができます。

パッケージ化フレームワーク

サードパーティのアダプタ  プロバイダであれば、 カスタマに提供するアダプタ
の設定に ADK パッケージ化フレームワークを使用できます。 このフレームワー
クを使用する と、 パッケージ化に必要なアーカイブ フ ァ イルと環境フ ァ イルの
作成が容易になり ます。
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4 開発キッ ト  アダプタ

BEA WebLogic Integration Adapter Development Kit (ADK) にはサンプル アダプ
タが含まれており、 これを使用してユーザ独自のアダプタ、 DBMS アダプタ と
サンプル アダプタを開発できます。 ADK を使用して独自のアダプタを開発する
場合は、 まずキッ トに含まれているアダプタで学習するこ とから始めます。 これ

らのアダプタは一般的でシンプルなものですが、 ADK でビルドするアダプタの
サンプルと しては優れています。

キッ ト  アダプタの開発手段

開発キッ ト のアダプタはすべて、 ADK を使用して開発されています。 ADK を使
用すれば高度なアダプタを開発できますが、 キッ トに含まれているアダプタは分

析や理解がしやすいよ うにあえてシンプルなものになっています。

キッ ト  アダプタの使い方

アダプタ  プロバイダまたは開発者は、 まずキッ ト  アダプタについてよ く研究し
て ADK についての知識を深め、 また独自のモデルと してどのよ うにアダプタを
使えばよいかを決定します。 キッ ト  アダプタはすべて Sun Microsystems の Java 
2 Platform, Enterprise Edition (J2EE) バージ ョ ン 1.3 をベースにしています。ADK 
についての詳細は、 『アダプタの開発』 を参照して ください。 次のセクシ ョ ンで

は、 キッ ト  アダプタについて詳し く説明します。
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4 開発キッ ト  アダプタ
DBMS アダプタ

WebLogic Integration には、 WebLogic Server を EIS を使用する簡単な リ レー
シ ョナル データベース と統合する  DBMS アダプタがあ り ます。 DBMS アダプタ
は、 アダプタ開発者とアダプタ  プロバイダが、 個々のデータベースについて学
習せずにアダプタ と  ADK についての知識を得るための適切なサンプルです。

DBMS アダプタで使用する適切なデータベースがない場合は、 WebLogic 
Integration に含まれる  PointBase データベースを使用するこ とができます。

DBMS アダプタは次の機能をサポート します。

� 全データベース  レコードの取得

� データベース レコード  セッ ト の取得

� データベース レコードの書き込み

� テーブルからのレコードの更新、 挿入、 削除通知の受信

詳細については、 『アダプタの開発』 の 「DBMS アダプタを使用したアダプタ開
発方法の学習」 を参照して ください。

サンプル アダプタ

サンプル アダプタは新しいアダプタのテンプレー ト と して提供されています。
設計時コンポーネン ト、 サービス  アダプタ、 イベン ト  アダプタがこれに含まれ
ます。 ソース  コードはサービス  アダプタ と イベン ト  アダプタの構造を明確に説
明しています。

また、 サンプル アダプタの EIS 実装はシンプルであ り、 サービスの呼び出しに
よって関連イベン ト を ト リガする方法のデモになっています。 各コンポーネン ト

には独自のアダプタを作成する場合にロジッ クをどこに追加するかを示すコ メン

ト が付けられています。
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5 BPM の Application Integration 
プラグイン

WebLogic Integration はユーザのアプリ ケーシ ョ ンの統合に必要なツールに加え
て、 プロセス  レベルで統合を行えるよ うにする強力なツール セッ ト も備えてい
ます。 Business Process Management (BPM) ツールの中で中心となるのは 
WebLogic Integration Studio です。 これは、 ビジネス  アナリ ス ト がアプ リ ケー

シ ョ ンを統合するビジネス  プロセス ワークフローを視覚的に構築し、 保守でき
るよ うにするための グラフ ィカル ユーザ インタフェースです。 Studio の詳細に
ついては、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド 』 を参照して くださ
い。

WebLogic Integration Studio を始めとする  BPM ツールは、Application Integration 
プラグインをデプロイ しなければアプリ ケーシ ョ ン  ビュー サービスやイベン ト
と一緒に使用するこ とができません。 いったんプラグインをデプロイすれば、 ビ

ジネス  アナリ ス ト などプログラマ以外の人でも、 Studio が提供する使い易い調
和の取れたインタフェースを使用してサービスを呼び出した り、 ワークフローか

ら イベン ト の通知を受信したりできます。 詳細な情報については、 『WebLogic 
Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー リ ソースのコンフ ィ グ
レーシ ョ ン」 を参照して ください。

WebLogic Integration 機能と ツールは次の手順で使用します。

1. ユーザの企業における全アプリ ケーシ ョ ンに対して、 当マニュアルで説明す
るツールを使用してアプリ ケーシ ョ ン レベルの統合を実行する。

2. 当マニュアルで説明するツールを使用して、 アダプタを開発し、 アプ リ ケー

シ ョ ン ビューを定義する。

3. WebLogic Integration Studio を立ち上げてビジネス  プロセス  ワークフローを
作成する。

4. ユーザのアプリ ケーシ ョ ン ビュー サービス と イベン ト をワークフローに組
み込む。

5. ワークフローをデプロイする。
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6. 既存のワークフロー、 アダプタ、 サービス、 イベン ト を更新する場合は、
Studio で実行できる。 この方法で変更すれば、 Studio を使用する場合は必要
のない、 時間のかかるコンパイルを行わずに済みます。

WebLogic Integration Studio を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー サービス と イ
ベン ト を持つビジネス  プロセス  ワークフローを構築するためには、『Application 
Integration ユーザーズ ガイ ド』 の 「Studio でのアプリ ケーシ ョ ン ビューの使用」
を参照して ください。
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